















1）Podoplanin expression in cancer-associated 
fibroblasts predicts unfavourable prognosis 




Kubouchi Y, Yurugi Y, Wakahara M, Sakabe 
T, Haruki T, Nosaka K, Miwa K, Araki K, 





























































































2）Bioluminescence-based cytotoxicity assay 
for simultaneous evaluation of cell viability and 










































































































3）Comparison of olfactory and gustatory 
disorders in Alzheimer’s disease
（アルツハイマー病における嗅覚障害と味覚障害
の比較検討）
Kouzuki M, Suzuki T, Nagano M, Nakamura S, 
Katsumata Y, Takamura A, Urakami K.

























　対象者は，AD 40名，MCI 34名，HC 40名で









Assessment Scale-cognitive subscale Japanese 
version（ADAS-J cog），Touch Panel-type 
Dementia Assessment Scale（TDAS）を用いて
行い，CSF中のAβ42およびp-tau181の測定を市
販のELISAキットを用いて行った．尚，脳脊髄
液検査は一部の対象者にしか実施できていない．
得られたデータを用いてAD，MCI，HCにおける
嗅覚機能や味覚機能の比較，および嗅覚機能や味
覚機能と認知機能やCSFバイオマーカーとの関連
性を統計学的に検討した．
結　果
　OSIT-Jの合計スコアはHC群と比較してAD
群およびMCI群で有意に低下していた（それぞ
れp<0.0001，p=0.026）．ROC解析を行ったとこ
ろ，AD群とHC群を識別するには，カットオフ
値を6.5点としたときに感度82.5%，特異度67.5%
（AUC=0.809），MCI群とHC群を識別するには，
カットオフ値を7.5点としたときに感度76.5%，特
異度62.5%（AUC=0.711）だった．一方，味覚
検査の合計スコアは，AD群，MCI群，HC群の
間に有意差はみられなかった．また，アンケー
トにより評価した自覚的な嗅覚機能や味覚機能
も3群間で有意差は認めなかった．嗅覚検査およ
び味覚検査と各種検査結果の比較では，OSIT-J
の合計スコアとMMSE（r=0.386），ADAS-J cog
（r=-0.375），TDAS（r=-0.503），Aβ42（r=0.355）
との間に有意な相関を認め，味覚検査の合計スコ
アとMMSE（r=-0.213），ADAS-J cog（r=0.268），
TDAS（r=0.366）との間に有意な相関を認めた．
考　察
　嗅覚機能はAD病態の早期から変化が生じる
CSFバイオマーカーやその後症状として現れる認
知機能障害を評価する神経心理学的検査と関連が
あったことより，病態の早期から障害されること
が示唆された．しかし，本研究ではAD群とMCI
群の嗅覚検査の結果に有意差を認めておらず，簡
易な嗅覚検査法ではなくより鋭敏な検査法が開発
されることでHC，MCI，ADをより正確に識別
できる可能性が考えられた．一方，味覚検査の合
計スコアは，認知機能とは相関を認めたものの，
CSFバイオマーカーとは関連がみられず，AD群，
MCI群，HC群の間に有意差は認めなかった．先
行研究ではADやMCIで味覚障害を生じると報告
されているが，本研究で一致しなかった理由とし
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ては，味覚検査の手法や味質溶液の濃度の違いが
考えられた．認知機能とは相関があったことを考
えると，AD病態による認知機能障害が進行して
いくにつれて味覚機能が低下していくという点に
おいては，先行研究と一致した見解となったが，
CSFバイオマーカーとの関連がなかったことより
早期の変化ではないことが示唆された．
結　論
　本研究では嗅覚機能や味覚機能と脳脊髄液バイ
オマーカーや認知機能との比較検討により，AD
における認知機能障害の進行とともに両者の機能
低下が生じると考えられたが，特に嗅覚障害は
AD病態の早期から生じることが示唆された．
米子医学雑誌優秀論文賞
　米子医学会では，当該年度に米子医学雑誌に掲載されたものの中から優秀論文（原著論文1編，症例
報告1編）を選考し米子医学雑誌優秀論文賞を授与することにしています．被表彰者には賞状ならびに
副賞が授与されます．
　平成29年度の受賞者ならびに受賞論文は以下のとおりです．
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☆原著論文
　　北脇　　都（公益社団法人 鳥取県中部医師会立三朝温泉病院）
　　高齢入院患者の運動自己効力感を高める要因（Vol. 68, No.1・2　2017）
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